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は
じ
め
に

日
蓮
宗
宗
門
人
で
あ
る
私
は
、
日
蓮
宗
過
疎
地
寺
院
対
策
懇
談
会
が
、
旧
中
富
町
の
過
疎
化
の
現
状
を
調
査
し
た
折
、
そ
の
メ
ン
バ
ー

の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
。
セ
ン
タ
ー
方
式
と
い
う
提
案
が
、
盛
ら
れ
た
報
告
書
が
作
成
さ
れ
、
所
管
の
機
関
へ
出
さ
れ
た
が
、
世
間
に

は
、
現
状
を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

私
は
、
隣
り
の
早
川
町
過
疎
地
寺
院
調
査
を
、
す
で
に
、「
現
代
宗
教
研
究
」
に
発
表
し
て
い
た
の
で
、
い
つ
の
機
会
に
か
、
調
査
発

表
し
た
い
と
念
願
し
て
い
た
。

こ
の
た
び
、
二
二
年
ぶ
り
に
早
川
町
再
調
査
す
る
現
宗
研
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
て
頂
い
た
こ
と
が
、
旧
中
富
町
調
査
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お

き
た
い
思
い
を
強
く
し
た
の
で
あ
る
。

過
疎
地
調
査
で
旧
交
の
身
延
町
切
石
、
善
妙
寺
住
職
秋
山
智
経
上
人
、
同
町
小
田
、
善
行
寺
住
職
山
本
是
光
上
人
、
早
川
町
高
住
、
常

蔵
寺
住
職
服
部
智
穂
上
人
の
ご
案
内
と
ご
教
示
を
再
度
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
各
上
人
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１
、
中
富
地
区
の
地
形
と
歴
史

身
延
町
中
富
地
区
は
、
平
成
一
六
年
九
月
一
二
日
、
旧
中
富
町
が
、
下
部
町
、
南
部
町
と
共
に
合
併
し
て
身
延
町
と
な
っ
た
。（
図
表

１
）合

併
後
、
平
成
一
七
年
一
一
月
一
日
の
身
延
町
の
人
口
は
、
一
万
六
千
八
八
〇
人
で
、
そ
の
中
の
中
富
地
区
の
人
口
は
、
四
千
二
百
九

人
で
あ
る
。
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中
富
地
区
の
人
口
推
移
は
、
昭
和
三
九
年
、
九
千
六
百
六

七
人
、
平
成
元
年
、
五
千
四
百
八
〇
人
で
あ
っ
た
。

山
梨
県
内
の
狭
南
地
方
と
よ
ば
れ
る
旧
町
村
名
で
い
う
と

こ
ろ
の
富
沢
町
、
南
部
町
、
身
延
町
、
中
富
町
、
早
川
町

は
、
過
疎
指
定
地
域
で
、
過
疎
化
が
進
ん
だ
町
村
に
数
え
ら

れ
て
い
る
。（
過
疎
白
書
）

高
度
経
済
成
長
の
都
市
へ
人
口
が
集
中
し
、
人
口
の
社
会

減
少
が
顕
著
で
、
そ
の
現
象
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

若
者
中
心
に
、
労
働
人
口
を
引
き
留
め
る
条
件
が
整
っ
て

い
な
い
が
故
に
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
は
狭
南
地
方
の
実
状
で
あ
り
、
中
富
地
区
、
と
く
に

調
査
対
象
の
地
域
に
い
え
る
こ
と
で
、
こ
の
視
点
か
ら
言
及

し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

中
富
地
区
は
、
西
部
に
あ
る
富
士
見
山
（
一
六
三
九
・
五
メ
ー
ト
ル
）
が
、
シ
ン
ボ
ル
的
山
で
、
そ
こ
か
ら
扇
状
に
東
へ
傾
斜
面
を
つ

く
っ
て
富
士
川
に
接
し
て
い
る
。
南
の
麓
に
は
早
川
が
あ
り
西
か
ら
東
へ
流
れ
、
富
士
川
に
注
い
で
い
る
。

面
積
は
四
三
・
三
七
平
方
キ
ロ
で
、
そ
の
六
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林
で
あ
り
、
地
形
的
に
は
、
富
士
見
山
か
ら
、
富
士
川
、
早
川

へ
の
急
傾
斜
面
が
、
全
面
積
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ぶ
、
富
士
見
山
東
麓
の
地
域
斜
面
が
中
心
で
、
手
打
沢
川
、
寺
沢
川
、
夜
子
沢

川
、
曙
川
な
ど
、
一
級
河
川
三
一
を
数
え
、
大
雨
が
降
る
と
、
洪
水
を
起
こ
す
暴
れ
川
で
も
あ
る
。
平
坦
な
富
士
川
沿
い
、
国
道
五
二
号

線
に
沿
っ
た
地
域
を
除
い
て
、
富
士
見
山
を
水
源
と
す
る
急
流
で
不
安
定
な
河
川
に
沿
っ
た
緩
傾
斜
地
や
山
間
盆
地
が
、
中
富
地
区
の
集



─ ─

落
を
点
在
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

集
落
の
歴
史
は
、
山
村
の
平
須
に
縄
文
中
期
の
遺
跡
が
あ
り
、
山
間
の
集
落
生
成
の

古
さ
が
偲
ば
れ
る
。
八
日
市
場
の
真
言
宗
の
大
聖
寺
の
縁
起
に
認
め
ら
れ
る
甲
斐
源
氏

の
歴
史
か
ら
、
江
戸
時
代
に
富
士
川
沿
い
河
岸
の
賑
わ
い
や
往
還
筋
の
宿
場
と
し
て
、

河
岸
地
域
が
発
展
し
て
き
た
。

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
西
島

に
し
じ
ま

村
、
大お
お

須す

成な
り

村
、
静
川
し
ず
か
わ

村
、
曙
村
あ
け
ぼ
の

が
合
併
し
て
中

富
町
が
で
き
た
。
平
成
一
七
年
に
は
、
前
記
の
通
り
、
身
延
町
に
併
合
し
て
、
中
富
町

名
は
、
無
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
回
、
調
査
対
象
地
域
と
し
て
選
定
し
た
集
落
の
矢
細
工

や
さ
い
く

は
前
記
曙
村
に
属
し
、

平
須

ひ
ら
す

、
久く

成な
り

、
大
塩
お
お
し
お

は
大
須
成
村
に
属
し
て
い
る
。

中
富
地
区
で
、
最
も
富
士
見
山
に
近
い
高
地
の
集
落
で
、
過
疎
化
が
著
し
く
進
ん
で

い
る
山
付
の
集
落
で
あ
る
。（
図
表
２
）

２
、
中
富
の
三
地
域

中
富
地
区
を
三
地
域
に
分
け
る
理
由
は
、
前
述
の
通
り
、
富
士
見
山
を
頂
上
と
し

て
、
東
麓
に
傾
斜
す
る
地
域
の
内
、
最
も
海
抜
が
高
く
、
平
均
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
富

士
見
山
に
近
い
山
付
の
と
こ
ろ
に
開
け
た
集
落
を
、

、
富
士
見
山
東
麓
山
地
と
名
づ

け
る
。
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次
に
、

、
中
間
山
地
は
、

の
下
の
位
置
、
富
士
川
に
至

る
間
の
所
を
指
す
。
海
抜
三

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
地
を

指
す
。
最
後
の
、

、
富
士
川
河
岸
地
域
を
指
す
。
富
士
川
に

沿
っ
た
国
道
五
二
号
線
が
走
る
平
地
（
切
石
の
と
こ
ろ
で
海
抜

二
三
六
メ
ー
ト
ル
）
に
分
類
す
る
。（
図
表
３
）

中
富
地
区
の
寺
院
数
は
、
中
富
町
誌
に
依
れ
ば
、
四
八
ヵ
寺

あ
り
、
そ
の
内
一
三
ヵ
寺
が
廃
寺
と
な
り
、
現
在
三
三
ヵ
寺
を

数
え
、
そ
の
内
訳
は
、
日
蓮
宗
二
二
ヵ
寺
、
そ
の
外
、
曹
洞
宗

九
、
臨
済
宗
と
真
言
宗
が
各
一
で
あ
る
。

総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
が
近
く
に
あ
り
、
日
蓮
宗
寺
院
が
多

い
。
古
く
は
真
言
宗
か
ら
日
蓮
宗
に
転
宗
し
た
と
伝
え
る
。

日
蓮
宗
寺
院
は
、

地
域
の
平
須
、
久
成
、
大
塩
に
、

地

域
の
夜
子
沢
、
寺
沢
、
手
打
沢
に
、

地
域
の
切
石
、
伊
沼
、

飯
富
な
ど
に
あ
り
、

地
域
の
江
尻
窪
、

地
域
の
遅
沢
な
ど

に
は
日
蓮
宗
寺
院
は
な
く
偏
在
し
て
い
る
。

中
富
地
区
二
二
ヵ
寺
の
檀
家
数
の
増
減
を
、
日
本
の
戦
後
高
度
経
済
成
長
が
緒
に
つ
い
た
昭
和
三
〇
年
と
、
五
〇
年
後
の
平
成
一
七
年

を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。（
図
表
４
）

地
域
、
飯
富

寺
以
外
、
檀
家
の
増
加
は
な
い
。

す
べ
て
減
少
の
寺
院
で
、
過
疎
地
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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同
じ
く
、
住
職
の
常
住
・
無
住
に
つ
い
て
、
昭
和
三
〇
年
に
は
、
特
殊
な
一
ヵ
寺
を
除
い
て
は
、

全
寺
院
が
住
職
常
住
で
あ
っ
た
。
五
〇
年
後
の
平
成
一
七
年
に
は
、
九
ヵ
寺
の
常
住
寺
院
。
一
三
ヵ

寺
が
無
住
寺
院
と
な
っ
て
い
る
。
過
疎
化
の
進
行
が
、
如
実
に
数
値
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

地
域
別
に
み
た
二
つ
の
年
代
の
檀
家
総
数
と
、
そ
の
減
少
傾
向
（
図
表
５
）
が
わ
か
る
。

檀
家
総
数
で
は
、

地
域
六
一
八
軒
、

地
域
三
六
五
軒
、

地
域
二
五
〇
軒
の
順
で
あ
り
、
檀

家
の
減
少
傾
向
は
、

地
域
一
三
二
軒
、
残
存
率
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
、

地
域
二
五
九
軒
、
残
存
率

七
一
パ
ー
セ
ン
ト
、

地
域
四
九
一
軒
、
残
存
率
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

一
ヵ
寺
当
り
の
檀
家
数
が
、

地
域
一
九
軒
、

地
域
三
七
軒
、

地
域
六
一
軒
で
あ
る
。

中
富
地
区
の
、
こ
の
傾
向
は
、
過
疎
化
減
少
の
数
値
で
あ
る
。
と
く
に
、

地
域
の
檀
家
残
存
五

三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
一
ヵ
寺
当
り
平
均
一
九
軒
の
檀
家
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
数
値
を
み
る
限
り
、
住
職
の
常
住
は
不
可
能
で
あ
る
。
事
実
、
七
ヵ
寺
中
、
一
ヵ
寺
の
常
住

寺
院
で
あ
り
、
他
の
六
ヵ
寺
無
住
職
寺
で
あ
る
。

中
富
地
区
を
三
地
域
に
分
類
し
、
過
疎
化
が
顕
著
な

地
域
、
富
士
見
山
東
麓
山
地
の
各
寺
を
、

再
び
尋
ね
た
。
年
々
に
居
住
戸
数
が
減
っ
て
き
て
お
り
、
空
屋
の
戸
閉
め
家
屋
が
増
え
、
廃
村
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
層
強
く
し
た
。
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中
富
地
区
日
蓮
宗
寺
院

地
域
、
富
士
見
山
東
麓
山
地

七
ヵ
寺
の
現
状

上
大
塩

寺

元
真
言
宗
の
寺
、

地
域
唯
一
の
住
職
常
住
、
当
年
八
十
六
才
、
老
夫
婦
で
寺
を
護
持
、
昭
和
三
十
年
に
は
檀
家
一
一
〇
軒
あ
っ
た

が
、
現
在
は
七
五
軒
。
檀
家
の
布
施
で
寺
を
維
持
、
生
活
で
き
て
い
る
。

し
か
し
、
後
継
者
な
し
、
い
づ
れ
、
無
住
寺
と
な
り
、
代
務
者
の
世
話
に
な
る
。

か
つ
て
は
、
檀
家
各
戸
に
四

七
人
の
子
ど
も
が
居
た
。

地
域
の
久
成
・
大
塩
・
平
須
の
集
落
に
は
六
〇
〇
人
の
小
学
生
が
お
り
、

山
間
地
で
独
立
し
た
集
落
が
形
成
さ
れ
、
婚
姻
を
結
ぶ
な
ど
、
共
同
体
と
し
て
確
立
し
て
い
た
。
現
在
は
小
学
生
は
一
人
も
居
な
い
。

山
間
地
の
畑
作
は
、
う
ど
ん
、
ほ
う
と
う
な
ど
、「
の
し
れ
」
と
い
わ
れ
る
常
食
の
小
麦
栽
培
が
中
心
で
、
現
金
収
入
は
養
蚕
と
炭
・

薪
、
出
稼
ぎ
職
人
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
代
、
子
ど
も
教
育
の
た
め
、
長
男
も
集
落
を
出
る
よ
う
に
な
り
、
老
人
世
帯
と
な
っ
て
い
っ
た
。
親
が
居
て
も
、
正
月
・

盆
に
里
帰
り
す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
寺
や
先
祖
を
敬
う
心
も
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

上
大
塩

寺

上
大
塩

寺
は
、
大
塩
荻

寺
が
山
村
の
高
い
所
に
あ
り
、
上
大
塩
の
集
落
へ
は
、
日
光
の
い
ろ
は
坂
を
想
起
す
る
急
坂
を
二
百
メ
ー
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ト
ル
程
下
っ
た
所
に
あ
る
。
山
付
で
は
大
き
な
集
落
で
あ
る
。

こ
の
集
落
に

寺
と
隣
接
し
て

寺
が
あ
る
。

昭
和
三
〇
年
に
は
一
二
軒
の
檀
家
が
あ
っ
た
。
現
在
は
七
軒
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
代
は
、
住
職
が
常
住
し
た
が
、

寺
の
常
住
住
職

以
外
、
山
付
の

地
域
の
寺
院
は
、
皆
無
住
で
あ
る
。

寺
は
、
少
な
い
檀
家
数
な
が
ら
、
立
派
な
本
堂
と
観
音
堂
が
あ
る
。
集
落
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
高
台
に
あ
っ
て
、
熟
し
た
柿
の

赤
色
や
、
黄
色
い
柚
の
実
り
を
訪
れ
た
季
節
柄
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

寺
が
住
職
常
住
で
隣
り
に
あ
り
、
集
落
も
同
一
で
あ
る
が
、
合
併
の
話
は
起
こ
ら
な
い
。
先
祖
代
々
の
菩
提
寺
、
わ
が
寺
の
意
識
は

強
く
、
護
持
会
費
を
拠
出
し
合
い
寺
を
維
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
少
数
の
老
人
世
帯
で
、
寺
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
信
念
と
裏
腹

に
、
将
来
の

寺
に
つ
い
て
は
、
き
び
し
い
も
の
が
あ
る
。

大
塩
荻

寺

大
塩
荻

寺
は
、
久
成
堂
平

寺
を
山
付
の
道
路
で
西
へ
進
め
た
大
字
大
塩
の
西
端
の
海
抜
の
最
も
高
い
道
路
沿
い
に
あ
る
。

一
見
し
て
最
近
建
て
ら
れ
た
集
会
場
と
い
っ
た
印
象
で
あ
る
。
屋
根
替
え
中
に
、
茅
に
火
が
着
い
て
本
堂
を
全
焼
、
昭
和
五
六
年
に
、

少
な
い
檀
家
が
力
を
合
わ
せ
て
再
建
し
た
の
が
、
現
在
の
本
堂
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
に
は
檀
家
一
一
軒
、
現
在
は
五
軒
で
あ
る
。
毎
月
十
三
日
の
夜
、
代
務
住
職
が
お
題
目
会
を
開
き
、
全
戸
が
熱
心
に
参
集

し
て
い
る
。

代
務
手
続
料
や
年
間
の
宗
費
納
金
が
、
檀
家
の
重
荷
に
な
っ
て
い
て
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
い
う
。

山
付
の
農
家
は
、
空
家
が
目
立
ち
、
畑
も
周
囲
を
電
気
棚
を
索
線
し
た
害
獣
除
け
を
し
た
耕
地
の
ほ
か
は
、
放
置
さ
れ
た
雑
草
地
が
多
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い
。
猪
や
野
猿
、
鹿
の
畑
荒
ら
し
が
、
畑
の
耕
作
意
欲
を
萎
さ
せ
て
い
る
。
時
に
は
、
野
猿
の
群
れ
が
来
る
と
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
追
い
払

う
こ
と
が
日
常
化
し
て
い
る
。
本
来
、
奥
山
に
棲
息
し
て
い
た
動
物
が
、
里
山
を
越
え
、
農
地
や
集
落
に
出
没
す
る
常
態
と
な
っ
た
。
お

だ
や
か
な
山
村
を
苦
し
め
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

久
成
堂
平

寺

山
付
の
道
路
を
、
平
須

寺
よ
り
西
へ
進
む
と
、

寺
が
あ
る
。
西
に
富
士
見
山
を
背
後
と
し
、
東
に
緩
や
か
に
傾
斜
し
た
台
地
が

広
々
と
ひ
ろ
が
り
、
遠
く
に
富
士
山
の
山
頂
が
遠
望
で
き
る
お
だ
や
か
な
桃
源
境
と
い
っ
た
景
色
の
中
に

寺
が
建
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
の
気
配
は
無
く
、

寺
の
隣
り
の
畑
は
、
害
獣
除
け
の
電
気
棚
で
囲
わ
れ
、
周
辺
に
点
在
す
る
家
は
空
家
の
よ
う
で
あ

る
。昭

和
三
〇
年
に
は
檀
家
一
二
軒
、
現
在
は
五
軒
で
あ
る
。
住
職
不
在
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
集
落
の
一
七
戸
の
先
祖
が
創
建
し
た
時
で
、
地
類
と
よ
ば
れ
る
集
落
民
の
強
い
結
び
つ
き
で
、
一
族
の
寺
と
し
て
守
っ
て
き
た
。

山
付
の
寺
同
士
の
合
併
の
話
も
あ
る
が
、
一
緒
に
な
る
思
い
は
全
く
な
い
。

葬
儀
・
法
事
も
、
余
所
者
の
見
知
ら
ぬ
坊
さ
ん
で
は
だ
め
で
、
こ
の
土
地
生
れ
の
人
に
か
ぎ
る
。
宗
旨
よ
り
も
、
血
縁
よ
り
も
、
大

家
、
新
家
と
よ
ば
れ
る
地
類
の
結
び
付
き
の
中
で
、
寺
が
護
持
さ
れ
て
い
る
。

平
須

寺

平
須
集
落
の
中
に

寺
と
二
ヵ
寺
あ
る
一
つ
、

寺
よ
り
、
さ
ら
に
山
付
の
寺
で
、
四
〇
年
以
上
、
住
職
不
在
が
続
い
て
い
る
。
昭
和

三
〇
年
に
二
〇
軒
の
檀
家
、
現
在
は
八
軒
で
あ
る
。

境
内
に
は
、
大
公
孫
樹
が
、
お
り
か
ら
黄
金
色
に
輝
い
て
い
た
。
無
住
職
寺
と
は
い
え
、
本
堂
と
庫
裡
が
整
っ
て
い
る
。
少
な
い
檀
家

な
が
ら
、
集
落
を
離
れ
た
檀
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
護
持
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。
同
じ
集
落
の
中
の
、
災
害
で
潰
れ
た
本
堂
の
無
い

寺
と
合
併
の
話
が
あ
る
が
、
気
風
が
違
う
か
ら
否
と
い
う
意
見
が
多
い
の
で
難
し
い
と
い
う
。
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昔
は
、
米
麦
中
心
の
農
業
で
、
現
金
収
入
は
養
蚕
で
あ
っ
た
。
今
は
仕
事
が
な
い
。
雪
が
降
る
と
国
道
へ
出
ら
れ
な
い
の
で
、
通
勤
し

た
く
と
も
、
集
落
に
は
住
め
な
い
。
こ
の
集
落
は
年
金
で
暮
ら
す
七
〇
才
以
上
の
三
七
人
が
住
ん
で
い
る
。
一
〇
年
前
か
ら
、「
カ
ラ
オ

ケ
放
談
会
」
を
毎
月
一
回
、
公
民
館
で
開
き
住
民
全
員
の
憩
い
の
集
会
と
な
っ
て
い
る
。
五
年
先
に
は
、
集
落
は
壊
滅
す
る
の
で
な
い
か

と
、
み
ん
な
が
心
配
し
て
い
る
。

平
須

寺

真
言
宗
か
ら
改
宗
し
た
寺
で
、
七
間
半
四
面
の
本
堂
、
宝
蔵
、
鐘
楼
堂
、
庫
裡
な
ど
の
諸
堂
を
有
し
た
山
付
の
有
力
寺
院
で
、
江
戸
時

代
（
一
六
三
六
年
）
の
大
改
修
板
曼
荼
羅
奉
加
記
録
に
六
〇
〇
余
名
の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
九
二

軒
の
檀
家
が
あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
に
は
四
〇
軒
と
あ
り
、
現
在
は
一
五
軒
で
あ
る
。
伊
勢
湾
台
風
（
一
九
五
九
）
の

時
、
土
砂
で
倒
壊
し
た
侭
の
本
堂
が
放
置
さ
れ
、
日
朝
堂
と
庫
裡
が
空
家
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

周
辺
は
、
段
々
畑
と
思
わ
れ
る
土
地
に
杉
が
植
林
さ
れ
、
所
々
の
湿
地
に
は
、
み
み
ず
を
漁
る
猪
の
足
跡
が
残
さ
れ
、
荒
廃
し
た
寺
域

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の

寺
ま
で
来
る
道
は
、
畑
の
畔
で
、
閉
鎖
さ
れ
た
淋
し
い
寺
と
い
っ
た
印
象
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
空
家
と
な
っ
て
い
る
集
落
の
狭
い
道
を
下
っ
て
、

寺
に
た
ど
り
着
い
た
。
一
五
軒
の
檀
家
は
、
自
分
達
の
葬
儀
の
こ
と
が

心
配
で
、
寺
の
護
持
な
ど
考
え
も
及
ば
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

矢
細
工

寺

富
士
川
の
切
石
か
ら
夜
子
沢
川
沿
い
に
登
り
、
中
山
、
出
合
、
腰
巻
の
集
落
を
越
え
て
、
海
抜
八

九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
緩
傾
斜
の
盆

地
が
矢
細
工
の
集
落
で
あ
る
。
背
後
に
富
士
見
山
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
、
山
つ
き
の
盆
地
、
高
地
の
集
落
で
あ
り
、
東
側
の
開
か
れ
た
景

観
は
、
富
士
川
を
越
え
た
毛
無
山
・
雨
ヶ
岳
が
望
見
で
き
る
。
旧
曙
村
の
中
で
一
ヵ
寺
の
日
蓮
宗
寺
院
で
あ
る
。

こ
の
集
落
に
は
禅
宗
寺
院
が
あ
っ
た
が
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
。



─ ─

昭
和
二
〇
年
代
に
は
七
三
軒
の
世
帯
が
あ
り
、

寺
の
檀
家
は
四
五
軒
で
あ
っ
た
。
現
在
は
三
〇
軒
が
住
み
、
檀
家
は
三
〇
軒
で
あ

る
。
そ
の
内
一
六
軒
が
一
人
住
ま
い
の
世
帯
で
、
勤
め
人
一
人
を
除
い
て
、
年
金
生
活
者
で
あ
る
。

前
住
職
が
代
務
寺
と
し
て
寺
を
護
持
し
、
高
令
者
の
檀
家
の
教
化
に
当
た
っ
て
い
る
。
代
務
寺
制
度
の
期
間
延
長
と
宗
費
課
金
の
負
担

軽
減
を
希
望
し
、
宗
門
が
過
疎
地
寺
院
へ
の
対
応
、
善
処
を
求
め
て
い
る
。

４
、

地
域
の
寺
院
衰
退
か
ら
集
落
の
崩
壊
を
み
る
。

住
職
は
地
類
の
坊
さ
ん
で
な
け
れ
ば

過
疎
地
寺
院
調
査
中
、「
住
職
は
地
類
の
坊
さ
ん
で
な
け
れ
ば
だ
め
だ
」「
余
所
者
の
坊
さ
ん
が
来
て
も
だ
め
だ
」
と
い
う
言
葉
を
、
寺

ご
と
に
、
檀
家
の
意
見
と
し
て
聞
か
さ
れ
た
。

一
族
か
ら
出
家
し
た
者
、
長
い
間
、
集
落
内
に
住
ん
で
い
た
坊
さ
ん
で
な
い
と
、
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
。

過
疎
地
寺
院
が
、
無
住
化
し
て
ゆ
く
中
、
居
住
す
る
檀
家
に
教
化
活
動
を
外
部
か
ら
支
援
す
る
、
派
遣
僧
侶
の
提
案
に
対
す
る
返
答
で

あ
っ
た
。

困
っ
て
い
る
過
疎
地
の
檀
家
に
対
し
て
、
法
要
や
法
話
を
通
し
て
、
信
仰
の
指
導
を
進
め
、
過
疎
地
無
住
寺
の
解
消
、
若
い
僧
侶
の
活

動
の
場
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

前
述
の
調
査
報
告
の
如
く
、

地
域
も
全
寺
院
住
職
常
住
で
あ
っ
た
が
、
一
ヵ
寺
を
除
い
て
、
す
べ
て
住
職
不
在
と
な
る
状
況
が
、
深

刻
な
過
疎
を
物
語
っ
て
い
る
。
調
査
対
象
の
山
付
地
域
の
歴
史
的
人
口
構
成
を
、
歴
史
書
に
よ
っ
て
み
る
と
、
矢
細
工
は
、
七
〇
軒
、
三

〇
四
人
（
天
保
五
年
、
一
八
三
四
）、
平
須
は
七
八
軒
、
三
四
九
人
（
安
政
三
年
一
八
五
六
）、
久
成
は
、
九
一
軒
、
四
五
一
人
（
明
治
二

年
一
八
六
九
）、
大
塩
は
、
一
四
一
軒
、
六
七
〇
人
と
あ
る
。

平
須
の
長
遠
寺
の
大
曼
荼
羅
大
改
修
（
一
六
三
六
年
）
に
は
、
六
〇
〇
余
名
の
奉
加
記
録
が
あ
り
、
山
付
の
集
落
が
、
い
か
に
多
く
の
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人
口
を
擁
し
た
生
活
集
団
で
あ
っ
た
か
が
想
像
さ
れ
る
。

八
十
歳
の
老
人
の
話
で
は
、
山
付
の
大
須
成
小
学
校
に
六
〇
〇
人
の
児
童
が
、
平
須
、
久
成
、
大
塩
の
各
地
か
ら
通
学
し
て
い
た
も
の

だ
、
と
い
う
。

山
付
集
落
は
、
前
述
の
通
り
、
農
家
一
戸
当
り
の
面
積
は
狭
く
、
貧
農
の
呼
称
で
あ
る
五
反
百
姓
、
そ
の
広
さ
に
も
及
ば
な
い
畑
に
、

主
食
で
あ
る
麦
を
作
り
、
傾
斜
地
を
利
用
し
た
原
始
的
な
焼
畑
に
は
粟
、
蕎
麦
、
稗
、
大
小
豆
、
馬
鈴
薯
な
ど
を
作
っ
て
糊
口
を
し
の

ぐ
、
自
給
自
足
の
農
業
が
営
ま
れ
て
き
た
。

換
金
で
き
る
養
蚕
、
炭
、
薪
の
販
売
に
従
事
す
る
者
、
さ
ら
に
、
大
塩
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
大
工
、
茅
大
工
、
石
工
、
木
挽
な
ど
、
非

農
業
従
事
者
の
出
稼
ぎ
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
を
持
つ
職
人
が
多
か
っ
た
。
久
成
の
或
る
時
と
き
に
は
、
農
業
よ
り
非
農
業
者
が
多

か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

出
稼
ぎ
人
の
収
入
が
家
族
を
養
い
、
集
落
が
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

狭
い
耕
地
、
焼
畑
農
業
に
依
存
し
、
長
い
間
、
ほ
と
ん
ど
外
界
と
の
交
通
も
閉
ざ
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
富
士
見
山
西
山
麓
、
早
川

町
河
岸
段
丘
に
発
達
し
た
奈
良
田
や
湯
島
・
新
倉
な
ど
の
集
落
に
も
共
通
し
て
言
え
る
。

大
塩
の
老
人
は
、
か
つ
て
、「
死
ぬ
ま
で
に
せ
め
て
一
度
、
甲
府
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
っ
て
見
た
い
」
と
言
い
な
が
ら
死
ん
で
い
っ

た
。
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

隣
り
町
の
早
川
町
雨
畑
で
は
、
臨
終
の
間
際
に
、
竹
筒
に
入
れ
た
米
の
音
を
聞
か
せ
、「
米
の
音
が
す
る
」
と
言
っ
て
喜
ば
せ
た
と
い

う
。
麦
作
中
心
で
、
米
は
貴
重
で
あ
っ
た
。
婚
姻
関
係
も
、
集
落
内
か
、
山
付
の
集
落
同
士
が
多
く
、
生
産
、
生
活
が
共
通
し
た
集
落
、

山
付
の
地
域
の
中
で
、
長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。

こ
の

地
域
、
大
塩
、
久
成
、
平
須
、
矢
細
工
の
山
付
道
路
は
、
古
長
谷
、
福
原
、
梨
子
を
通
り
、
早
川
町
の
笹
走
、
塩
の
上
に
繋
が

り
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
。
早
川
町
の
山
付
地
域
も
同
様
の
過
疎
化
で
あ
り
、
富
士
見
山
の
西
麓
の
集
落
大
原
野
も
同
様
で
あ
る
。
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「
生
み
の
親
」
の
ほ
か
、
産
婆
の
役
を
つ
と
め
た
「
取
上
親
」
そ
し
て
、「
名
付
親
」、
子
供
が
何
人
生
れ
て
も
育
た
な
い
時
、
次
に
生

ま
れ
る
子
供
が
よ
く
育
つ
よ
う
に
と
、
い
っ
た
ん
捨
て
て
拾
っ
て
も
ら
う
「
拾
い
親
」
な
ど
、
沢
山
の
親
・
子
が
結
ば
れ
、
親
の
家
族
、

子
の
家
族
の
関
係
が
緊
密
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
焼
畑
農
業
を
は
じ
め
、
家
同
士
の
共
働
の
場
が
、
オ
ー
ヤ
（
本
家
）、
シ
ン
ヤ
（
分

家
）
に
限
ら
ず
、
集
落
の
共
同
体
を
結
束
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
集
落
共
同
体
の
宗
教
を
通
じ
て
、
結
束
を
強
め
て
き
た
の
が
、
題
目
講
と
、
寺
の
諸
行
事
で
あ
っ
た
。

寺
の
行
事
を
司
さ
ど
る
住
職
は
、
山
付
集
落
の
特
殊
な
家
、
家
族
関
係
を
承
知
し
た
上
で
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担
う
信
頼
さ
れ
た
僧

侶
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
地
類
の
坊
さ
ん
」
と
は
、
集
落
内
で
同
族
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
僧
侶
の
こ
と
で
あ
り
、
派
遣
さ
れ

た
余
所
者
の
僧
侶
は
、
受
け
入
れ
難
い
伝
統
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

近
代
化
が
、
集
落
を
崩
壊
さ
せ
た
。

山
付
集
落
の
四
ヵ
所
は
、
幕
末
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
戦
ま
で
、
各
々
三
〇
〇
名
か
ら
七
〇
〇
名
の
人
口
を
数
え
て
き
た
。
前
記
の
通
り

で
あ
る
。

現
在
、
各
集
落
と
も
、
数
十
名
単
位
、
極
め
て
近
い
将
来
、
年
金
生
活
の
高
令
者
達
が
、
欠
け
て
ゆ
く
に
従
い
、
確
実
に
集
落
が
廃
れ

る
日
が
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

繰
り
返
し
て
言
う
と
こ
ろ
の
、
都
市
中
心
の
経
済
至
上
主
義
、
高
度
経
済
成
長
を
遂
げ
て
き
た
日
本
は
、
数
百
年
続
い
て
き
た
山
付
の

集
落
を
、
壊
滅
さ
せ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

都
市
と
農
村
の
所
得
格
差
が
広
が
り
、
と
く
に
劣
悪
な
山
村
農
業
は
、
経
済
的
に
成
立
せ
ず
、
農
業
従
事
者
は
、
畑
を
放
棄
し
て
、
都

市
へ
就
職
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
。
伝
統
の
出
稼
ぎ
職
人
は
、
家
族
ぐ
る
み
集
落
を
離
れ
、
都
市
へ
定
住
し
た
こ
と
。

地
域
開
発
に
よ
り
、
自
動
車
道
路
が
山
付
集
落
に
通
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
若
者
を
一
層
集
落
か
ら
離
散
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
通
勤
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圏
内
に
は
、
職
場
が
無
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
。

進
学
年
令
に
な
っ
た
子
供
を
通
学
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
地
域
の
た
め
、
教
育
環
境
を
求
め
て
都
市
へ
移
住
し
た
こ
と
。

マ
ス
コ
ミ
の
発
達
、
テ
レ
ビ
の
影
響
な
ど
、
都
市
的
意
識
、
都
市
的
生
活
の
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
。

伝
統
的
な
集
落
共
同
体
、
つ
き
合
い
の
煩
わ
し
さ
へ
、
若
者
の
自
由
で
あ
り
た
い
反
発
が
あ
る
こ
と
。

情
報
活
動
の
発
達
か
ら
、
若
い
人
達
中
心
に
価
値
観
の
激
変
が
み
ら
れ
る
こ
と
。

猪
や
鹿
、
野
猿
の
被
害
が
、
年
毎
に
は
げ
し
く
な
り
、
電
気
索
棚
や
爆
竹
使
用
な
ど
、
住
み
難
い
ふ
る
さ
と
観
を
作
り
出
し
て
い
る
こ

と
。寺

で
行
わ
れ
て
き
た
題
目
講
、
先
祖
供
養
な
ど
が
老
人
中
心
と
な
り
、
集
落
を
離
れ
た
家
族
へ
の
信
仰
継
承
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
。盆

、
正
月
の
帰
郷
、
寺
詣
り
、
墓
参
り
も
、
年
々
少
な
く
な
り
、
親
が
亡
く
な
る
と
、
帰
る
機
会
が
さ
ら
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
。都

会
で
生
れ
た
子
供
達
は
、
先
祖
の
故
郷
へ
帰
る
意
識
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。

親
の
葬
儀
式
は
、
寺
で
は
な
く
、
町
内
の
国
道
沿
い
に
あ
る
葬
斎
場
で
行
う
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
た
こ
と
。

都
会
で
亡
く
な
っ
た
親
は
、
お
骨
を
墓
地
へ
埋
葬
す
る
た
め
に
戻
っ
て
く
る
だ
け
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、
先
祖
の
お
墓
を
、
都
会
の
霊
園

へ
移
す
と
い
う
家
族
も
現
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
。
な
ど
な
ど
。

日
本
が
、
か
つ
て
な
い
平
和
の
持
続
と
、
経
済
成
長
、
物
の
豊
か
さ
が
、
近
代
化
と
い
う
名
の
も
と
に
、
長
い
間
に
築
か
れ
て
き
た
山

村
の
共
同
体
、
集
落
と
共
に
、
心
の
依
拠
、
寺
院
も
衰
退
の
途
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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む
す
び

一
、
数
百
年
続
い
て
き
た
山
村
集
落
が
、
経
済
至
上
、
都
市
文
明
発
展
の
影
で
壊
滅
し
つ
つ
あ
る
。

二
、
故
郷
離
散
者
の
、

タ
ー
ン
は
、
は
か
な
い
夢
、
幻
影
で
し
か
な
か
っ
た
。

三
、
山
村
の
里
山
が
、
自
然
と
動
物
、
人
間
・
集
落
と
の
住
み
分
け
、
共
存
を
保
証
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
、
人
間
の
エ
ゴ
に
よ
っ
て

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

四
、
山
村
の
過
疎
は
、
貧
困
、
閉
鎖
社
会
、
因
習
か
ら
の
解
放
、
そ
し
て
、
教
育
環
境
、
文
化
の
享
受
、
職
業
の
選
択
、
情
報
社
会
、
消

費
生
活
を
自
由
化
さ
せ
た
。
時
代
・
社
会
の
必
然
の
波
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

五
、
宗
教
的
過
疎
と
、
あ
え
て
言
え
ば
、
檀
家
流
出
に
よ
る
信
仰
集
団
の
機
能
停
止
、
拠
点
（
寺
院
）
の
維
持
困
難
、
日
常
の
信
仰
指
導

者
の
不
在
（
住
職
不
在
）
が
、
残
さ
れ
た
高
齢
者
檀
家
の
心
の
依
拠
、
連
帯
を
補
う
「
地
類
の
僧
侶
」
の
役
割
は
、
宗
教
者
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
評
価
と
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

六
、
過
疎
問
題
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
不
可
避
で
あ
り
、
不
可
抗
力
で
あ
る
。
時
限
立
法
に
よ
る
数
次
の
国
の
施
策
が
、
数
十
年
続
け

ら
れ
て
き
た
。
対
策
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
現
状
が
そ
の
答
え
で
あ
る
。

七
、
過
疎
は
、
山
村
に
限
ら
れ
て
い
な
い
。
大
都
市
の
都
心
に
も
、
商
店
街
に
も
団
地
に
も
、
平
成
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
的
現
象
が
、

拡
散
広
域
化
し
て
い
る
。

山
村
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
的
人
間
回
帰
が
、
一
層
見
直
さ
れ
る
時
が
来
る
こ
と
を
確
信
し
た
い
と
思
う
。

八
、
過
疎
問
題
は
、
過
密
問
題
と
表
裏
し
て
、
人
間
本
来
、
自
然
人
で
あ
る
こ
と
を
喪
失
さ
せ
な
い
課
題
で
あ
る
。

以
上
、
身
延
町
中
富
地
区
の
山
村
集
落
の
調
査
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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